
 

 

 

 

 

◆生徒数及び教員数   

○児童生徒数   

 

 

 

 

 ○教員数  ２３名 

◆学校の特色 

  本校は町内唯一の中学校であり、琴平、榎井、象郷の３小学校（将来的に統合予定）からの生徒を受け入

れている。少子化が進み、現在はかつての３分の１程度の小規模校となっている。各学級の生徒は３０名以

下であり、ここ数年間、生徒指導上の大きな課題は見られず、生徒はのびのびと学校生活を送ることができ

ている。一方、不登校傾向の生徒が１０名程度おり、大きな課題となっている。施設面では、校舎改築が終

了し、ＩＣＴ設備をはじめ恵まれた環境の中で教育活動が展開できる状況にある。 

  また、将来の１小１中の連携を見据え、今年度から英語科、家庭科で中学校教員が専科として各小学校の

授業を担当する取組を始めている。  

 

 

 

 

 

 

◆研究主題設定の理由 

  新学習指導要領の完全実施に向け、これまでも継続的に協働的な学びの実践に取り組んできていた。しか

し、各教科や教師個人の取組にとどまっている面が見られ、学校全体として共通理解し、共通実践を行う所

にまでは至っていなかった。そこで、かつて仲多度・善通寺地域で実践されていた協働的な学習の取組であ

るバズ学習を参考にしながら、学校全体で共通実践できるシステムを構築し、現在、求められている協働

的・探究的で深い学びを実現する一つの方法として提案していきたい。 

  また、小中連携の取組からも、小中をうまくつなぐ指導体制や方法について研究を進め、どのような場面

でも円満な人間関係を築き、自らを高めることのできる社会性の育成につなげたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１学年 第２学年 第３学年 特別支援 全 校 

２学級 

５１名 

２学級 

５７名 

２学級 

５５名 

２学級 

７名 

８学級 

１７０名 

（様式２－２） 

学力向上モデル校事業  琴平町立琴平中学校 

Ⅰ 学校の概要 

 研究主題 

  社会性を育む協働的・探究的な学習を実現する指導体制、方法の研究 
     ～ バズ学習、小中連携を活かした指導体制の工夫を通して ～ 

Ⅱ 研究主題等 



◆研究内容及び方法  

① 協働的・探究的な学びのモデル（琴中バズ学習）についての共通理解 

   現職教育の中で、教科を超えて学校全体で取り組むモデル（図１）をもとに、各教科において実践す

る上で課題となること等について検討し、本校のモデルを確立する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           （図１） 

 

② 各教科授業等での実践及び検証と改善（琴中バズに特化した授業公開、研究討議） 

    授業公開を実施し、バズ学習を取り入れた授業実践を行うことを通してより効果のある活動のため

に必要となる視点を洗い出す。（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           （図２） 

 

③ 校区内小学校と連携し、小学校での実践研究（小学校高学年での中学校教員による専科授業） 

   小学校における専科授業の実践においても、バズ学習を用い、その効果や専科教員による指導方法 

（体制）について検証する。（図３） 
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                            （図３） 



 

 

◆指標設定と達成に向けた取組 

（生徒） 

 

 

 指標  「①取り組んでいる＋②どちらかといえば取り組んでいる」の合計 

      

        

 指標の達成に向けた実践 

 （１）２年保健体育（単元「球技」ソフトボール） 

 

 

 

 

（２）生徒の様子 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生徒の様子 

本時の学習課題は、前時の生徒の振り返りを基に設定されており、生徒は自ら課題意識をもち、「何と

かしたい。」という必要感をもって課題に向き合えていた。また、タブレットによる撮影により生徒はバ

ズ学習で守備位置を考える際、全体の位置や動きを確認できることで、活発な意見交換に繋がっていた。 

【生徒の振り返りより】 

守りの位置をみんなで話し合って決めてやってみた結果、上手くいった所とダメだった所がでてきまし 

 た。ダメだった所は、話し合って次はこうしようと決めたので、効果があるかみていきたいです。       

 

Ⅲ 研究実践 

５月調査 
88.7% 

目標値 
95.0% 

11月調査 
95.5% 

授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を立て、その解決に向けて情報を集め、話し

合いながら整理して発表する学習活動に取り組んでいますか。 

 

本時の学習課題：連携した守備ついて考えよう。 

本本時のバズ課題：アウトを取れる守備位置を探そう！ 

バズ学習のねらい：チームで意見を出し合うことで、連携して守る方法を考えやすくする。 

 

 

 

 



◆指標設定と達成に向けた取組 

（生徒） 

 

 

 指標  「①できている＋②どちらかといえばできている」の合計 

      

        

 指標の達成に向けた実践 

 （１）３年国語（単元「 夏草——『おくのほそ道』から 」） 
 

 

 

 

 

（２）授業の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                             

（３）生徒の様子 

  授業の導入で修学旅行を扱うことで、古文な苦手な生徒も芭蕉の旅の違いをイメージしやすく、生徒は

興味を持って取り組んでいた。また、今回は「ジグソー法」を取り入れた授業だったが、生徒は自分に与

えられた資料から旅の目的を読み取ろうと苦労しながらも諦めずに取り組む姿が見られた。 

【生徒の振り返りより】 

  芭蕉が作った「おくのほそ道」はその時代のガイドブックのようなものだと思った。あの短い俳句で、 

その場所の素晴らしい情景が浮かび上がってくる表現ができることがすごいと思いました。 

５月調査 
85.5% 

目標値 
90.0% 

11月調査 
89.1% 

学級の友達と話し合う活動を通じて、自分の考えを広げたり、深めたりすることができていま

すか。 

 

本時の学習課題：芭蕉が旅に出た目的とは 

本本時のバズ課題：資料を活用しながら芭蕉の旅の目的を考えよう。 

バズ学習のねらい：個人で読み取るには難しい資料をバズ学習で考えることで、多様な意見を出

し合い、本時の課題を解決しやすくする。 

 

 

 

 

【香川大学教職大学院 清水顕人先生による指導・助言】 

 
①バズ学習３つの基本仮定（前回確認）より 

「信頼関係・動機づけ・差異から共通性へ・個と集団の成長」 

②本時のバズのねらいについて ③知識構成型ジグソー法に

ついて ④ジグソー法が支 

えるもの ⑤取りかかりや 

すいところから･･･  

⑥研究を進める上で大切に 

したいこと 



◆指標設定と達成に向けた取組 

（生徒） 

 

 

 指標  「①思う＋②どちらかといえば思う」の合計 

      

        

 指標の達成に向けた実践 

（１）３年社会科（単元 人権を守る裁判） 

 

 

 

 

 

（２）授業の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

                         （参考）授業で実施している振り返りシート 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）生徒の様子                                   （図４） 

「死刑制度」について考える難しい内容であったが、教師が説明しすぎず、有効な資料を効果的に提示

したことで、生徒の思考の揺さぶり、見方や考え方の広がりを感じられる授業であった。また、生徒は他

者と対話しながら考えを練り直したり、教師の問いかけで適宜振り返ったりと主体的に活動できていた。 

【生徒の振り返りより】※一部抜粋 

  「死刑」を存続するかどうかの正解を出すのはできないんだと思う。･･･そもそも「死刑」になるような

事件が起こらなければいい話なんだけど、･･･自分にできることはあるのか考えていきたい。 

５月調査 
82.4% 

目標値 
90.0% 

11月調査 
88.4% 

授業の最後に、学習内容を振り返る活動をよく行っていると思いますか。 

本時の学習課題：日本は死刑制度を存続するべきなのだろうか。 

本本時のバズ課題：死刑制度はなくなってもよいのだろうか。 

バズ学習のねらい：バズで意見を交流させることで、多様な意見を引き出し、死刑制度に関する

認識や考えを深める手がかりとする。 

 
 

 

 

 



◆特徴的な取組 

 

【小学校での中学校教員による専科授業】 

令和３年度は、中学校の教員が小学校５年生 

家庭科と小学校６年生外国語を担当した。高学年 

とした理由は、教科の内容が、高学年ではより高 

度になり、専門的な指導力や教材教具の準備が必 

要となる。そして、知的好奇心や学力差に応じた 

指導がより必要であると考えてのことである。 

また、専科授業での毎時間の授業評価、学期末・ 

学年末の観点別評価・評定は授業者である専科教 

員がすべて行い、児童の外国語活動の様子の表記                     （図５） 

については、一人一人の児童について学級担任へ口頭で伝えた。（図５） 

児童アンケートからは「中学校のイメージがわいた」「授業が分かりやすく、質問にもしっかりと答え

てくれる」と専科授業に肯定的な意見がほとんどだった。また、小学校教員アンケートからは「複数教員

で子どもの見とりができる」「中一ギャップの緩和に繋がる」「子どもの学習内容の理解度や定着度の向

上につながっている」とこちらも肯定的な意見がほとんどだった。（図６） 

中学校専科教員からは「学校間での既習内容の差がなくなる」「中学校の学習につながる」という肯定

的な意見とともに、「プリントやテスト作成に苦労した」「小中の違いから成績処理・評価が難しかっ

た」「事前準備が大変だった」という本年度実施してみての課題も浮き彫りとなった。（図７） 
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                                       （図７） 

 



 

 

１ 成果 

「授業の内容がどの程度分かりますか」 

（図８）については５月よりも約５ポイ 

ントの増加、「授業は楽しいと思います 

か」（図９）については２ポイントの 

増加がみられた。 

生徒からは、バズ学習を通して「アウ 

トプットする力がついた」「いろいろな 

視点から物事を考えられるようになった」 

「分からないところを授業中に解決でき 

るようになった」「すぐに聞く癖がつい 

た」というように、生徒にとっては「自 

分の考えを伝えたい」「一緒に考えると 

有意義だ」と分かる喜びや学ぶ意欲に繋 

がっていることが推察できる意見が見受 

けられた。 

心情面の「自分には、よいところがあ 

りますか」（図10）というアンケートに 

ついては約８ポイント増加し、生徒からは、「友達と勉強関連の話をよくするようになった」「他人を思い

やれるようになった」というように、自尊意識の高まりにも繋がっていると思われる意見があった。 

また、教員アンケートからも、「中心発問を１つに絞る」「１時間の授業のどの場面でバズ学習を取り入

れるか」「説明をしすぎない」など、今までの自分の授業を振り返り、改善していこうという意識の表れが 

見られた。 

 

２ 課題 

（教師） 

 

  指標   

      

 

  指標   

      

「生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問や指導をしていますか。」（図11） 

については5.5ポイント減少した。研究を進める中で、教師が自らの授業を振り返り、あの場面での「発問

や指導」は生徒が様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするのに、本当に有効だったのか、（授業と

は別の）こんな問いでもよかったのでは、など改善の意識を持ち取り組んでいこうとする意欲の表れではな

いかと考えられる。 

また、「生徒が協働的・探求的な学習を進める手段として、タブレットＰＣの効果的活用を行っていますか。」

については、4.7ポイント増加したものの、約３割程度の達成率であった。（図12）習得した知識・技能を活

用し、まとめの資料を作成したり、発表したりする際に、タブレットＰＣの活用が有効であることは周知の事

実である。そのためにも、教師に対する継続的な校内外の研修体制は不可欠である。 

Ⅳ 研究の成果と課題 

５月調査 94.4% 11月調査 88.9% 

生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問や指導をしていますか。 

５月調査 28.6% 11月調査 33.3% 

生徒が協働的・探求的な学習を進める手段として、タブレットＰＣの効果的活用を行っていますか。 

（図８） 

（図10） 

（図９） 

（図12） 

（図11） 


